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 The diffusion of the oil mist while cooking affects the entire room, leaving stains on the ceiling and 

walls. The validity of measuring the color difference of stains was examined by installing teflon plates 

in the kitchen and the adjacent space with a view to assessing the oil diffusion. Four houses were des-

ignated for the examination. In each house, four teflon plates (20 •~40 mm) were installed on the ceiling 

and walls of the kitchen and the space adjacent to it. Then, one plate was removed at an interval of one 

month to measure the color difference (IE* ab reading) with chroma meter. ,,E* ab reading began to in-

crease from the third month and the color difference was evident at different spots. For example, the 

reading on the ceiling at the corner of the space adjacent to the kitchen was higher than that on the 

ceiling of the kitchen itself. 
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1. 緒 言

住 宅内 では,様 々な要 因 に よって多種 多様 の汚 れが

発 生 してい る.特 に,キ ッチ ンで は調理 行動 によ り多

くの 油汚 れが発 生す る.レ ンジ周 りに飛 散 した油 は 目

につ きや すい ため,掃 除頻度 は高 い と推 測 され る.し

か し,調 理 に伴 う油 汚 れ には,加 熱調 理 に よって生 じ

る水 蒸気 や油煙 に含 まれ る油脂 分 の微粒 子(オ イル ミ

ス ト)の ような室 内 に拡 散 して い く もの もあ る.特 に,

オー プ ンタイプの キ ッチ ンでは食 事や 団 らんス ペー ス

にまで拡 散 し,天 井や壁,棚 な どに付 着す る.そ して

時 間の経 過 につれ,酸 化 し,粘 性 をお び,さ らに樹脂

化す るこ とで 非常 に落 ち に く くな る.ま た,壁 の上部

や天 井 は手が届 きに くい こ とか ら,掃 除頻 度が低 く気

づ か ない うち に蓄 積 してい る こ とも考 え られ る.

居 住者 の快 ・不快 度 に影響 を及 ぼす よ うな住 まいの

汚 れ に関す る研 究 は,こ れ まで も多 く進 め られて きた.

キ ッチ ン内の 汚 れ につ い て は,油 汚 れ の面 積 と色差

(色 の変化 量)お よび 主観 的評 価 に基 づ い た油 汚 れの

評価 尺度 に関す る研 究 が あ り,油 汚 れの色 差が あが る

につれ掃 除率(汚 れ試料 を掃 除す る と答 えた人 の割 合)

が 高 くな る とい う結 果 が示 され たD2>.こ の こ とに よ

り油汚 れ の色の変 化 は居住 者 の掃 除 の 目安 とな ってい

る こ とが分 か る.ま た,キ ッチ ン内 の汚 れ に関 して,

実 住宅 にお ける油 汚 れ につい ての調 査研 究 が あ り3),

レンジ近傍 以外 の壁 ・天 井 に蓄 積 した油 汚れ につ いて

は,目 に付 きに くい ため 主観評 価 にば らつ きが多 くみ

られ た とい う報 告で あ る.

そ こで,客 観 的 に油汚 れ を評 価す る方 法 を検 討 す る

ため,試 料 を室 内 に設置 して油 汚 れ を付 着 させ,付 着

前 と後 の試 料 の色差 を測 定す る こ とで,油 汚 れ の状 態

を数値 で とらえ るこ とが 可能 であ るか を検討 す る こ と

と した.油 汚 れが付 着 した箇所 に他 の物 質が付 着 す る

こと も考 え られ るが,油 汚 れに よる色 の変化 と して,

黄味 の上昇,明 度 の低下 が推 測で きる ことか ら,こ の
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二 つ を中心 とし,さ らに総合 的 な色差 で判 断す る こ と

と した.具 体 的 には,油 汚 れの調 査 に使用 す る試料 の

選定 を行 うと と もに,実 住宅 におい て この調査 方法 の

検討 実験 を行 い,試 料 の設置 場所 に よる油 汚 れの程 度

の比 較が 可能 で あるか,ま た 日数 の経 過 に伴 う油汚 れ

の程 度 の比較 が可 能で あ るか を検 討す る.

2. 研 究 方法

(1) 色 彩色差 計 に よる測定 方法

色 彩色 差計(ミ ノル タカ メラ ㈱ 製CR-200)を 用 い

て,油 汚 れが付 着 す る前 と付 着 した後 の試料 の色 を測

定 し,L*a*b*表 色系(L*:明 度,+a*:赤 味,-a*:

緑味,+が:黄 味,一 が:青 味)で 数 値化 した.そ の

試料 の測 定値 か ら,明 度 の差 をあ らわす ΔL*値,緑 味

の差 をあ らわ す Δa*値,黄 味 の差 をあ らわす Δゲ 値 を

求 め,さ らに これ らの値 か ら,総 合 的な色差 をあ らわ

す ΔE*訪 値 を求め た.

なお,試 料 の大 きさは色彩 色差 計 の測定 開 口部 の大

き さ(8mm)と,試 料 設置 の ため の画 鋲 の スペ ー ス

を考 慮 し,20mm×40mmと した 。 ま た,試 料 の 中

には透過性 を有 す る ものが ある こ とか ら,試 料 の下 に

白色 校 正板CR-210 (Y94.1,x 0.3131,y 0.3204)を

置い て測 定 した.さ らに,試 料 の 中 には多少 の ゆが み

のあ る ものが あ った ため,試 料 の上 か ら10kgの 荷重

を掛 け て,試 料 と測 定器 の 問 に隙 間 のな い状 態 に した.

(2) 試料 の候 補 と選定

試料 候補 は,白 色 は色 の変化 が 最 もわか りやす い こ

とか ら,す べ て 白色 に統 一 し,表 面が 滑 らか な壁 紙,

プ ラス チ ック(PP)板,テ フ ロ ン板 の3種 類 を候 補

と し,試 料 選定 の ため の予備調 査 を行 っ た.

試料 候 補3種 を,実 住 宅(壁 紙1戸,PP板2戸,

テ フロ ン板1戸)の キ ッチ ン内 に設置 し,約1カ 月後

にそ れぞ れの試 料候 補 の色 を測定 し,油 汚 れ を付 着 さ

せ る前 の基 準試 料 の色 と比較 した.

結果 をTable1に 示 す 。壁紙 で は明度 は低 下 したが,

黄 味 が低 下 す る傾 向が み られ た.PP板 で は 明度 は低

下 したが,青 味 が上 昇す る傾 向が み られた.青 味 の上

昇 は,蛍 光灯 か らの青色 の波 長 や微 量 の紫外 線 の影響

を受 け たた め と考 え られ,油 汚 れの他 に試料 の色 を変

化 させ る要 因のあ る こ とが推 測 され た.テ フ ロ ン板)に

お いて は,明 度 の低 下 と黄味 の上 昇 とい った油 汚れ で

推測 され る変化 が み られ た.ま た,テ フロ ン板 は耐光

性 に優 れ,太 陽光 や蛍光 灯 か らの青色 の波長 に よる影

響 を受 けない とい う特性 を持 っ てい る.

以 上 の こ とか ら,油 汚 れ を付着 させ る試料 と して テ

フロ ン板 が適切 と考 え,本 調査 に用 いる こ とと した.

(3) 実住 宅 にお け る汚 れ付 着実験

1) 試料 の設 置場 所

調 理 に よって発生 し,換 気 扇 に捕集 され なか った オ

イ ル ミス トは天 井 を はって,レ ンジ の前 後左 右 の水平

方向 に流 れ る と推測 され る.天 井 をはって,水 平 方 向

に拡散 した オイル ミス トは,進 行 方向 に壁 や障害 物 な

どが あ る場 合,そ れ にぶつ かっ て下降 す るこ とか ら,

ぶつ か った壁 や障害 物 な どに油汚 れが付 着 しやす い と

考 え られ る.最 近 では,オ ープ ン タイプの キ ッチ ンで

もダイニ ングスペ ース との境界 に下が り壁 を設 ける な

ど,オ イル ミス トが 広範 囲 に拡 散 しない よう工夫 が な

され てい るケ ース もあ る.こ の場合,キ ッチ ン側 の下

が り壁 に油 汚 れが付 着 しやす い.ま た,空 気 の入 れ替

わ りが起 こ りに くい と推 測 され る天 井 の隅や 下が り壁

と,天 井 が接す る ライ ンで はオ イル ミス トは溜 ま り,

付 着,蓄 積 しや す い と考 え られ る.

対象 住宅 の キ ッチ ンの タイプ は異 なるが,上 記 の オ

イル ミス トの拡 散状 況 を考 慮 し,試 料 を設置 した。

また,日 数 の経 過 に伴 う油 汚れ の蓄積 が検討 で きる

か ど うか をみ るた め,試 料 は測 定場 所1箇 所 につ き4

枚 ずつ(4カ 月分)設 置 し,1カ 月毎 に1枚 ずつ 回収 ・

測 定す るこ と とした.

2) レ ンジ使用 時 間

レ ンジの使 用 時 間 と油 汚れ との 関係 を検討 す るため,

THERMORECORDER(タ バ イ エス ペ ック ㈱ 製RS

11)を レ ンジ上 部付 近 に設 置 し(イ ンターバ ル5分),

その温 度 変化 か ら レ ンジの使 用 時 間 を求 めた.5分 問

で 温度 が急 激 に上昇 した時間 か ら,温 度 が最大 値 に達

Table 1. 1カ 月後 の試 料候 補 の色 の変化
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No. 1

No. 2

No. 3

No. 4

す る時 間まで を,レ ンジ使 用 時間 として定め る こ とと

した.

3) 調理 内容)調査

調 理内容 と油 汚 れ との関係 を検討 す るた め,調 理者

に各 月の1週 間 につい て調理 内容 の記録 を依 頼 した.

4) 対 象住宅 の概 要

対 象住 宅の概 要 お よび謁 査期 間 をTable2に,試 料

の設 置 箇 所 につ い て はFig.1に,換 気 方 法 につ い て

はTable3に 示 した.な お,対 象住 宅 の レ ンジは全 て

ガス レ ンジで あ った.ま た,色 差 に影 響 を及 ぼす可能

性 を持 つ冷 暖房,喫 煙 の状 況 につ いて もTable3中 に

記載 した.

3. 結果 お よび考 察

(1) 対 象住 宅 にお け る4カ 月間の色 差 測定結 果

回収 した試料 の色差 測定 結果 につ い ては,総 合 的 な

色 差 ΔE*ab値 を用 い る こ と と したが,得 られ た値 を

もと にFig.2の よ うに10段 階 に分類 し,こ の 色差 評

価 尺度 を用 い て経 過 月毎 の変化 をみ るこ と とした。

最初 に,対 象住 宅 の 中で最 も色差 が顕 著 にみ られ た

Table 2. 対象住 宅 の概 要 と調 査期 間

Fig. 1. 対 象住 宅 の平 面 図 と試料 の設置場 所
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No. 3の 住 宅 につ い て,色 差 評価 尺 度 の4カ 月 間 の変

化 をFi忌3に 示 す.1カ 月後 で は,キ ッチ ン隣の和 室

で最 も大 きい値 とな った.2カ 月後 で も和 室 の値 が 大

きく,そ の 中で もダイニ ングに最 も近い和 室 の測定 点

Vに おい て,色 差評 価尺 度 は 「7」となっ た.こ れ ら

の こ とか ら,オ イ ル ミス トはDKと 和 室 の 問 を通 っ

て和 室 に流 れ込 んだ と推測 され る.引 き戸 が 閉め られ,

DKと 和 室 が仕 切 られ る よ うに なった3カ 月後 か らは,

DK内 にお け る値 が急激 に増 加 し,そ れ まで和 室 に流

れ込 んで いた オ イル ミス トが,DK内 に溜 まる よ うに

な り,レ ンジ付 近で 色差 評 価尺 度 が 「7」の と ころが

多 くな って いた.ま た,和 室 で色差 評 価尺 度 が 「9」

「10」の ところ が あ るが,こ れ は石油 ス トーブ の影 響

と考 え られ る.

No.3以 外 の対 象 住宅 におけ る調査 終 了時(No.1と

No.4は4カ 月後,No.2は3カ 月後)の 色差 測 定結 果

につい て,色 差評価 尺 度 に よ りFig。4に 示 した.

対 象住 宅No.1で は,レ ン ジ付 近 の天 井,側 壁 で 最

も値 が大 き く(色 差 評価 尺度 「5」),ま た,キ ッチ ン

の 四隅 にあ たる天 井 にお いて も値 が大 きか った.こ の

こ とか ら,オ イル ミス トはキ ッチ ン内 に拡 散 し,四 隅

で滞 留 して いた と推測 され る.

対 象住 宅No.2で は,ダ イニ ングスペ ー ス天井 の 色

差評 価尺 度 が 「10」の場 所 があ った が,こ れ は喫煙 や,

ガスス トー ブの使 用が あ った ため と考 え られ る.キ ッ

チ ンス ペー スのみ でみ る と,左 側 天井 におい て値 が 大

きか った(色 差評価 尺 度 「5」).

対 象住 宅No.4で は,レ ンジか ら後 方 にかけ て値 が

大 きか った もの の,色 差 評価 尺 度 は最 大 で 「3」で,

全体 的 に場所 毎 の違 い も少 な く,対 象 住宅 の 中で最 も

低 い値 であ った.

Table 3. 対象住 宅 の換 気方 法

Fig. 2. 色差 評価 尺度
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1カ 月後

2カ 月後

3カ 月後

4カ 月後

(2) レンジ使用 時 間 と色差 ΔE*aわ値 との関係

レ ンジ使 用 時 間 と色 差 ΔE*訪 値 の 関係 をFig5に

示 す.な お,色 差 ΔE*aわ 値 につ い て は,レ ンジの 真

上,レ ンジか ら近 距離 の ところ,キ ッチ ンスペ ー ス全

体 の3群 に分 け,各 箇 所 に設置 した試料 か ら得 られた

値 の平均 値 で示 した.

対 象 住 宅No.1とNo.2の レ ン ジ使 用 時 間 と色 差

ΔE*ab値 との関係 を み る と,色 差 の 上昇 具 合 は ほ ぼ

同様 で あ った.対 象 住 宅No.1は クロー ズ ドキ ッチ ン

タイ プでNo.2は セ ミオー プ ンタイ プの キ ッチ ンで あ

る こ とか ら,キ ッチ ン とダイニ ング ・リビ ングが 分 か

れ てい る とい う点 で この二 つの住 宅の キ ッチ ン形 態 が

似 てお り,ま た,広 さにつ いて も大 きな違 いが ない た

め と考 え られ る.対 象住 宅No.3は,色 差評価 尺 度 で

も明 らか な ように,レ ンジ使 用 時間 の増加 と ともに値

が上 昇 して いる.以 上 の対 象住宅 と異 なる傾 向 を示 し

た のが 対象 住宅No.4で あ る.レ ンジ使 用時 間 が多 い

に も関 わ らず,色 差 ΔE*ab値 の上 昇 は少 ない.こ の

住 宅 は,オ ー プ ンタイ プのLDKで,開 口部 が多 い こ

とと,Table3に 示 した よ うに調 理 終 了後 も換気 扇 を

しば ら く使用 す る な ど,換 気量 が多 か った ため と推 測

され る.

なお,調 理方 法 と色 差 との 関係 につ いて は,本 研 究

にお いて 関連性 をみ る こ とが で きなか った.

4. 結 論

油 汚れ を色彩 色差 計 で測定 した ところ,レ ンジ付 近

だ けで な く,キ ッチ ンに隣接 す る居 室 で も色 差 の上昇

がみ られた.油 汚 れ はキ ッチ ンだけ に溜 ま らず 隣接す

る空 間へ も拡散 してお り,ま た,普 段掃 除 の行 き届 か

ない よう な壁 上部 や天 井 に油 汚 れ は蓄 積 して いる こ と

が分 か った.こ の こ とか ら,テ フ ロ ン板 を試料 と した

色差 測定 は室 内 に拡散 した油 汚 れ を客 観 的 に評価 す る

方法 と して妥 当 であ る と考 え られ る.こ の方法 によ っ

て,調 理時 に発生 した油汚 れ の拡散 の様子 や時 間 の経

過 によ り油 汚れ が蓄積 してい く様 子 を観 察す る こ とが

で きる.ま た,対 象住 宅 の中 で換気 量が 多い と推測 さ

れた住 宅 での色差 の 上昇 が少 なか った こ とか ら,こ の

方 法 に よる換気効 率 の評価 の可 能性 も示 唆 され た.し

か し,短 期 間 の試料 設置 で は色 差 は小 さ く,少 な く と

も3～4カ 月以上 の長期 的 な調 査 が必 要 で あ る と考 え

る.

終 わ りに,調 査 に ご協 力 を くだ さい ま した対象 住宅

Fig 3. 対 象 住宅No.3に お け る4カ 月 間の色 差 評価

尺度
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の皆様,並 びに調査および測定にご協力 くださいまし

た新潟大学教育人間科学部の池田知子さんに謝意を表

します.
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